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＜連絡事項＞

・4/16～の異動に伴い、4/15　14:00～20:00にWIZの設定変更を行いますのでワークフローの申請は行わないようお願いします。
＜患者様連絡事項＞

・船木　榮子様～療養環境変更目的にて東Ｂ→南Ａへ転出

・前田　誠子様～療養環境変更目的にて東Ａ→東Ｄへ移動

・松原　輝子様～療養環境変更目的にて東Ａ→東Ｂへ移動

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～10：00～16：00解放観察中。開放観察中、問題行動なく落ち着いて過ごすことできている。女性患者様への話し掛けもなし。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け、看護介入行っていく。

・池野　功一様～身体拘束中。独語、妄想あり、スタッフの声掛けにも声を荒げている。食事は介助にて全量摂取している。拘束解除要求あり。

引き続き、精神症状の観察を行っていき、安全に治療が受けられるよう看護介入行っていく。

＜要注目患者様＞

・藤井　孝蔵様～妄想発言活発にあり、性的な発言も聞かれている。粗暴行為はない。

・佐藤　さた様～食事は介助にて主食のみ摂取し、副食は口から出している。点滴は拒否･抵抗なく応じている。食事摂取量少ないため、食事形態検討していく。

・坂　貢様～まとまりない言動続いている。スタッフの介入にも易怒的となり、発後は不明瞭。多飲水傾向見られているため、介入行っている。

＜深澤Dr診察＞

・鈴木　はな様～排泄に関して執着することはあるが不穏なく経過。施設へ連絡し、退院調整を進めていく。臨時薬は同内容で7日分処方。

・鈴木　吉男様～夜間の睡眠安定していないことからレミニールOD8mg→24mgへ増量、メマリー5mg→15mgへ増量、クエチアピン17.5mg開始となり、7日分処方。

・桑原　幸一郎様～臨時薬は同内容で7日分処方。施設へ連絡を取り、退院調整を行なっていく。

・池野　功一様～点滴は①ビーフリード　500ml　②ソリタT3　500mlへ内容変更となり、7日分処方となる。

・鈴木　はな様～臨時薬は同内容で7日分処方。排泄への執着持続しているが興奮等ないため、施設へ状態説明し、退院調整を行なっていく。

・木村　美智子様～持参薬は一部変更となり、4/7　昼より7日分処方となる。

・河原崎　キヨエ様～メマリー5mg→10mgへ増量となり、7日分処方。4/7縫合部抜鉱予定。

・小舘　アツ子様～インヴェガ、デジレル中止となり、エビリファイ6mg、ロラゼパム1mg開始となり、7日分処方。

・坂上　忠三郎様～4/12面談予定。面談時、保健師も来院するよう依頼指示あり。

・下川戸　長司様～ドグマチール150mg→50mgへ減量となり、7日分処方。主治医より、本人･家族へ西病棟へ転出となること、入院治療を継続とし、外出泊訓練を行なっていくこと説明している。

＜新入院患者様＞

氏　　名：清川　いし様(67)　女性

生年月日：昭和25年7月24日
主病名　：うつ病

病　　棟：東病棟Ｃユニット

入院形態：医療保護入院

主治医　：伊藤Ｄｒ

＜経過＞

　平成18年頃、本人の親族が立て続けに入院した際には家事をこなすことが出来ない状態となり、八戸赤十字病院精神科を受診。パニック障害の診断を受け、内服していた。以降継続的な治療はせず、治療の中断、終了時期は不明。
Ｈ29.3.29頭痛を主訴に救急要請し、八戸赤十字へ搬送となり、ＭＲＩ検査実施し帰宅。Ｈ29年4月より食事も摂取しない状況であり、自責的な発言や、落ち着かず夜間も不眠状態が持続している。家族も疲弊している事からＨ29.4.5兄様付き添いにて東病棟Ｃユニットへ医療保護

入院となる。

